
                                            

 

３
年
前
、
私
が
自
治
会
長
と
し
て
先
ず
何
よ
り
も
最
初
に
感
じ

た
こ
と
、そ
れ
は
こ
の
大
き
な
関
ケ
谷
自
治
会
地
域
住
民
皆
さ
ん

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
一
体
ど
の
様
に
し
て
守
っ
た
ら
良
い
の

か
？
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
関
ケ
谷
自
治
会
の
大
き
な
特
徴
、
大

き
な
問
題
は
、
超
高
齢
化
と
い
う
現
実
で
す
。 

当
地
は
４０
年
前
に
新
興
住
宅
地
と
し
て
一
気
に
開
発
造
成
さ
れ
、

以
来
、
歴
史
と
文
化
を
育
み
な
が
ら
此
処
ま
で
辿
り
着
い
た
と

い
う
の
が
現
実
で
す
。
風
光
明
媚
、
環
境
抜
群
、
緑
も
多
く
、
海
に

も
面
し
た
歴
史
と
文
化
の
漂
う
地
域
で
す
。 

自
治
会
高
齢
化
の
実
状
は
、
総
戸
数
：
１
０
４
６
世
帯
に
対
し
、

７０
歳
以
上
の
方
が
：
１
０
６
４
人
に
も
上
る
現
状
で
す
。
お
独
り

暮
ら
し
の
方
も
：
９５
人
。
一
方
、
自
治
会
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
体
制
と
し
て
は
、
役
員
８
名
、
地
区
長
２
６
名
、
班
長
９３

名
の
現
体
制
が
基
本
で
す
。
自
主
活
動
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
も
側
面

的
に
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。３
名
の
地
区
長
か
ら
な
る
防
災
部

員
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
１
０
０
名
近

い
防
災
ＶＧ
の
力
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
３
年

間
を
か
け
自
治
会
と
防
災
ＶＧ
の
連
携
強
化
、
一
体
化
の
構
築
を

目
指
し
進
め
て
来
ま
し
た
。 

お
陰
様
で
、
防
災
ＶＧ
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
も
得
ら
れ
、こ
れ

ま
で【
自
治
会
防
災
指
針
】【
自
治
会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
】

を
策
定
。【
自
治
会
防
災
会
議
】も
発
足
。
ま
た
年
４
回
の【
防
災
だ

よ
り
】も
発
刊
、
定
着
。３
年
目
の
今
年
は
、
防
災
ＶＧ
皆
さ
ん
が
こ

れ
ま
で
主
要
任
務
と
し
て
い
た
発
災
時
の
安
否
確
認
に
つ
い
て

は
、
地
区
長
・
班
長
さ
ん
に
委
任
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
と
の

判
断
か
ら
、
防
災
ＶＧ
の
新
規
取
組
み
案
件
と
し
て
、【
５
つ
の
ス
キ

ル
チ
ー
ム
】
を
立
上
げ
、
体
制
構
築
を

実
現
さ
せ
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
自
治
会
に
と
っ
て
も
大
変
嬉
し
く

有
難
い
、
大
き
な
前
進
・
収
穫
で
す
。 

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
今
後
ま
す

ま
す
高
齢
化
も
進
行
し
、
要
援
護
者
も

更
に
増
大
し
て
行
く
実
状
に
あ
り
ま
す
。

皆
で
知
恵
を
絞
り
結
集
し
、
皆
で
協
力
し
助
け
合
い
な
が
ら
進
め

て
行
く
こ
と
を
自
治
会
の
第
一
義
に
し
て
行
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
防
災
ＶＧ
皆
さ
ん
の
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
仰
ぐ
ば

か
り
で
す
。
本
日
の
総
会
、
意
味
の
あ
る
意
義
の
あ
る
総
会
に

な
る
こ
と
を
切
に
祈
念
致
し
ま
す
。   

２８
年
１
月
１６
日 

防
災
ＶＧ
総
会  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
挨
拶 

 
 
 

徳
岡
正
彦 

こ
の
１
年
間
は 

ス
キ
ル
チ
ー
ム
の
発
足
と
そ
の
後
の
活
動 

・ 

実
践
に
大
変
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。 

１ 

防
災
ＶＧ
は
Ｈ
２２
年
１１
月
に
発
足
し
、
今
年
で
５
年
２
ヶ
月
と

な
り
ま
し
た
。
現
在 

防
災
VG
員
は
全
員
で
９２
名
、
内
女
性
は

３８
名
で
約
４１
％
で
す
。 

 
 

昨
年
よ
り
１０
名
減
で
、こ
れ
は
ス
キ
ル
チ
ー
ム
発
足
に
伴
い

５
名
の
新
規
加
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
以
上
に
主
に
健
康

上
の
理
由
で
支
援
す
る
側
か
ら
さ
れ
る
側
に
な
っ
た
方 

が
多

か
っ
た
。 

２ 

発
足
の
原
点
で
あ
り
ま
す
災
害
時
要
援
護
者
は
今
年
度
１
３

５
世
帯
１
７
６
名
登
録
さ
れ
て
お
り
、
前
年
比
１６
世
帯
40
名

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
安
否
確
認
と
そ
の
後
の
支
援
等

を
皆
様
に
、
複
数
で
担
当
し
て
頂
い
て
お
り
、
要
援
護
者
の

方
々
に
は
担
当
者
名
を
書
面
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

３ 

防
災
ＶＧ
は
今
ま
で
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
で
平
常
時
防
災
・
減

災
に
繋
が
る
防
災
ス
キ
ル
チ
ー
ム
の
設
置
を
前
年
の
総
会
で

立
ち
上
げ
を
決
定
し
、
7
月
の
臨
時
総
会
で
登
録
を
開
始
し
、

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
具
体
的
な
活
動
に
入
り
ま
し
た
。
現
在

の
登
録
状
況
は 

 
*

防
火
チ
ー
ム
：
18
名
、
情
報
通
信
電
気
チ
ー
ム
：
12
名
、
医

療
介
護
チ
ー
ム
：
13
名
、 

食
料
物
資
チ
ー
ム
：
36
名
、
防
災

資
機
材
チ
ー
ム
：
11
名
、
延
べ
90
名
で
す
。 

4 

12
月
の
地
域
防
災
拠
点
訓
練
に
於
い
て
、
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
に
「
情
報
通
信
電
気
チ
ー
ム
」の
災
害
時
、
車
か
ら
の
非
常

用
電
力
確
保
と
「
食
料
物
資
チ
ー
ム
」
非
常
用
炊
き
出
し
袋
を

使
っ
た
非
常
食
作
り
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。こ
れ
は
画
期
的
な

こ
と
で
あ
り
、
参
加
者
の
関
心
が
非
常
に
高
か
っ
た
。 

 
*

又
、「
情
報
通
信
電
気
チ
ー
ム
」
か
ら
災
害
時
の
自
治
会
対
策

本
部
の
電
子
機
器
の
体
制
に
つ
い
て
の
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。 

5 

自
治
会
と
防
災
ＶＧ
は
防
災
活
動
の
１
本
化
と
強
化
に
向
け
、

防
災
会
議
で
基
本
計
画
の
立
案 

・
一
体
化
し
た
防
災
訓
練
等

に
つ
い
て
毎
月
1
回
討
議
を
重
ね
ま
し
た
。 

 
*

9
月
の
自
治
会
防
災
訓
練
で
は
防
災
ＶＧ
は
自
治
会
と
の
１

本
化
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

防
災
ＶＧ
は
自
治
会
の
安
否
確
認
と
は
別
に
先
行
し
て
要
援

護
者
宅
に
“安
否
確
認
”を
し
ま
し
た
。 

 

防
災
ＶＧ
総
会
の
主
な
質
疑
応
答 

Ｑ 

要
援
護
者
の
年
齢 

を
書
い
て
下
さ
い
と
の
要
望
・・・
非
常
時

の
対
応
に
役
立
つ
。 

  

Ａ 

要
望
に
対
し
て
、
2
月
の
防
災
会
議
と
防
災
VG
役
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
自
治
会
の
個
人
情
報
取
り
扱
い
規
定
に 

照
ら
し
齟
齬
の
無
い
範
囲
で
要
望
さ
れ
て
い
る
要
援
護
者 

 

の
担
当
者
並
び
に
医
療
介
護
チ
ー
ム
に
「
状
況
（
年
齢
）」
を
知

ら
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

Ｑ 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
は
課
題
が
残
っ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
か
？ 

Ａ 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
は
昨
年

1
台
購
入
、 

訓
練
を
し
ま
し

た
が
、
女
性
に
と
っ
て
は
扱
い
に
く
い
、
購
入
金
額
も
大
き

い
な
ど
の
意
見
。
よ
っ
て
、
当
面
は
メ
ン
バ
ー
で
取
扱
い
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。
ま
た
今
年
は
補
助
金
の
申
請
並
び

に
購
入
は
し
な
い
。 

会
長
よ
り
「
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
に
つ
い
て
、
当
自
治
会
は

他
に
比
し
、
先
行
購
入
し
た
。
釜
利
谷
連
合
で
も
や
っ
と
話

題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

今
後
は
各
町
内
会
で
も
防
災
意
識

が
高
ま
り
導
入
が
進
む
の
で
は
。
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

Ｑ 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
で
飲
料
水
を
得
ら
れ
る
？ 

Ａ 

災
害
時
、
消
火
栓
か
ら
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
に
付
属
品
の 

 
 
 
 

２
口 

給
水
装
置
を
装
着
す
れ
ば
飲
料
水
が
取
水
出
来
る
。 

                      

   

意
見
と
し
て 

T
さ
ん
・・
私
の
近
所
に
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

要
介
護
者
の
方
で
、
認
知
症
で
し
か
も
独
居
の
方
。 

私
は
何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
に
、
子
供
さ
ん
の
連
絡
先
を 

聴
い
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を 

知
ら
せ
合
え
ば
、い
ざ
と
言
う
時
助
け
合
え
る(

共
助
）の

で
は
？ 

「
防
災
ＶＧ
メ
ン
バ
ー
リ
ス
ト
」
を
関
ケ
谷
の
皆
さ
ん
に
開
示 

 
 
 
 

す
る
こ
と
の
提
案
（
代
表
よ
り
） 

 

趣
旨 

・・ 

１
月
の
防
災
会
議
で
「
防
災
メ
ン
バ
ー
を
是
非
お
知

ら
せ
し
て
ほ
し
い
。
」
理
由
は
こ
れ
だ
け
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が

私
た
ち
の
周
り
に
居
ら
れ
る
こ
と
を
知
る
だ
け
で
、
ど
ん
な

に
心
強
い
こ
と
か
。
何
か
あ
っ
た
時
、
相
談
も
出
来
る
。 

こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
、
総
会
に
は
か
り
拍
手
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
た
。 

１１
号 

「
防
災
だ
よ
り
」で
開
示
（
先
の
表
） 

       
 

 

防
災

総
会
に
出
席
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

関
ケ
谷
自
治
会
長 

 

田
崎
幸
雄 

関ヶ谷自治会 防災部 

防災ボランティアグループ発行 

  

 

関ヶ谷自治会ホームページではカラーでご覧になれます 

 第 １１ 号 

 平成 2８年２月１５日発行 

７：２：１ 

自助：共助：公助 

 



 

●  防火チーム ：  スタンドパイプ消火訓練実施 

日時 : ２８年２月２２日（月） １３時３０分～１４時３０分 

場所 : 奥座公園北側 （旧コミュニティーハウス前） 

    参加 : 防火チームメンバー１２名（予定） 

● 資機材チーム ・ 防災部：防災資機材の棚卸し ：  2 月～3月  

●  「防災だより」 １２号 ：  5 月１５日予定 

 

 

 

食と防災  第 4回 「熱源を確保しよう」 

災害時はライフラインがストップします。 

救助物資や水はすぐに配られるわけではありません。電気もガスも 

使わずに調理するにはどうしたらよいか、普段から考えておきましょう。 

★必ず用意しておくもの カセットコンロと予備のボンベ。ボンベは 1 本 60分（目安） 

注意事項 

◇カッセットコンロ全体を覆うような大きな鉄板や鍋を載せたり、2 台を並べて一

つの鉄板を載せたりすると、カセットコンロに接続されているボンベが加熱され

て爆発する恐れがあります。 

◇ボンベの凹み部分とカセットコンロの凸部分をしっかり合わせて使いましょう。 

誤った装着はガス漏れや火災の原因になります。 

◇暖房機のそばや直射日光の当たる車内など、高湿になる場所はボンベを置か

ない。ボンベが加熱されて爆発するおそれがあります。 
 

※備えが役に立ったかどうかについての市民アンケート調査(東日本大震災）によ

ると、カセットコンロは 94．２％の人が「役に立った」と回答 

★熱源の節約のヒント 

シチューやカレー、ポトフなど、じっくり火を通す煮込み料理は発砲スチロールの箱を

使ってボンべを節約！発泡スチロールの箱がなければ、新聞紙と毛布にくるんでも

調理できます。 

★アウトドアグッツも役に立つ！ 

アウトドア用コンロ、七輪、ブロックで作る「かまど」なども活用できます。 

余震も心配！ 

消火用バケツの用意も忘れずに！     冊子「食と防災」より抜粋 

          

 

家庭電源の車発電デモに際してのＦＡＱ集       

                 荒木 健治 13-１ 782-4286 

防災拠点訓練で車による発電のデモを行いました（詳細は防災だより（平成 27

年 11 月発行）を参照）。多くの方から質問をいただき、多くの答えをしたつもりです。

質問者の方からみると、十分に質問していない、答えも十分に聞いていない、とい

う状況であったと推察されます。それでやりとりの一部をＦＡＱ集として纏めること

にしました。 

Ｑ1 インバーターはどこで買え、価格はいくらか？ 

Ａ1 ネット通販アマゾンで買える（検索：アマゾン、インバーター、ＢＥＳＴＥＫ）。ヨドバシ

カメラ上大岡店でも買えるようです。デモ車のもの（300Ｗ）はアマゾンで 2980

円でした。75Ｗ～1000Ｗのものが売られている。 

Ｑ2 受電はバッテリーからではなく、シガーソケットからでは駄目か？ 

Ａ2 使用電力が 150Ｗまではシガーソケットでもよい。それ以上ではバッテリーから

の方が無難です。バッテリーからシガーソケット間の送電能力が不明だからです 

Ｑ3 ガソリン缶詰はどこで買え、価格はいくらか？        

Ａ3 アマゾン、東急ハンズで買える。値段はアマゾンで 

約 900円/1Ｌです。               

Ｑ4 自宅でガソリンを保管してもよいか？          

Ａ4 40Ｌ以下なら違法ではない 但し専用の保管用容器が必要。      

Ｑ5 普通車（ハイブリッド車でない）の燃費をもっとよくする方法はないか？ 

Ａ5 少し面倒になるが、ある。ハイブリッド車が行っていることを手動でやればよ

い。紙面の制約があるので詳細は省くが、通電中、バッテリー電圧が 10.5Ｖまで

下がったら、エンジンをかけて充電すればよい（電圧測定用テスターの価格は

700～900 円）。充電頻度はバッテリー容量、電気消費量に大きく依存するが、デ

モ車のバッテリー（容量 48Ａｈ）、電気消費 250Ｗの場合で 2.5時間毎と見積もら

れる。        

 

防災ボランティアグループ総会に参加して      

和泉 順子 ５１-２ 

およそ 30 数年前、大阪から転居なさった方が「関東は地震が多いから気が

進まなかったけど転勤じゃあね・・」と言われた事を憶えています。 

処がその後間もなく、神戸を中心とするあの大地震があり、それからも全国

各地に地震や水による大災害が続いています。地震発生を告知するテレビ画

面のスーパーも頻出し注意を呼び掛けています。 

平成 28 年 1 月１6 日防災ボランティア定期総会開催のこの朝も、テレビ画面

にはどこかの地方の震度 3の文字がありました。 

平常時から災害に備え、いざという時助け合おうと、このグループが誕生し

て既に五年。 1100 世帯の住民の中で 70 歳以上が 1064 人、そのうち単身者

95 人という超高齢者団体の中で、これもまた高齢と思しき面々が大方を占め

るボランティアが 9２名も集まった事。この地域の意識の高さに改めて誇りを

覚えました。 

 また、五つの専門分野によるスキルチームを明確化したことで、夫々のボラ

ンティアも活動意識を高める可能性が 

あるのではないでしょうか。 

 私達末端の一人ひとりが地道に行わなければ 

ならないのは、余計なオセッカイと避けられない程度にご近所さんと関わり合

い、いざという時ガッチリ繋ぎあえる人間関係の構築ではないでしょうか？ 

個人情報保護法の縛りなどなかった頃のユルーイ情報を以って、あの郷愁を覚

えるような言葉「向こう三軒両隣り」の助け合いが出来れば良いかと。 

   「非常食作り体験デモ」に参加して 

 土屋 浩子 ７３-３                  

自治会の回覧板で今回の実習・体験があることを知り、是非これは参加して

みたい！と思いました。 

非常時にビニール袋を利用して、お米を炊き簡単な料理が出来ると言うもので

すが、実際にはビニール袋で調理すると臭いが食材に移って、あまり美味しくな

いのではないかな？・・・という思いがありました・・・が！「食糧・物資チーム」の皆

様のお話し、ご指導を頂き、「非常用炊出し袋」でカレーの作り方、ご飯の炊き

方、水加減、ビニール袋の中の空気を抜きながら、絞って結ぶ、等々・・・。 

先ず大きな鍋にたっぷりのお湯を沸かし、その中に食材の入った袋を入れ、待つ

こと４０分程。  いよいよ試食・・・。さて心配していた、ビニールの臭いは全く無

く、カレーもご飯もそれぞれ美味しく頂きました。 

非常時にこの袋があると、大変便利で鍋、食器の代わりにもなるという”優れも

の“でした。チームメンバーの高橋さんからその「非常用炊出し袋」を頂きました

ので、早速、我が家でカレー、豚汁など、出来そうなものを作ってみようとおも

います。   私だけがこの袋のことを知らなかったのかな・・・？ 

ご近所の方や友達にも、また息子家族にも、「キャンプ等で使うと便利だよ」と

勧めてみたいと思います。 

ちょっとした機会にこの袋で簡単ご飯を楽しんで、いざ非常時に慌てなくて

すむと良いですね。次回もこのような機会がありましたら、ご近所さんを誘って

是非参加したいと思います。 チームの皆様 ありがとうございました。 

『防災部 ・ 防災ボランティアの今後の活動予定』 

●  毎月開催：防災会議、防災ボランティア役員会 

●  各スキルチーム活動 ・ 打ち合わせ等 ：  2 月～4 月 

●  予算案策定：各スキルチーム申請分の取り纏め ：  2 月～3月 

●  会計報告・監査 ：  27 年度の精算、会計監査 ：  2 月～3 月 

●  情報通信電気チーム ：  2 月 29 日会議 

●  医療介護チーム ：  3 月 13 日会議 

 

 

防災ボランティア 
防災ボランティア活動を下記のチームで行っています。ご一緒にやりませんか ”会員募集中” 

防火チーム、情報・通信・電気チーム、医療・介護チーム、食糧・物資チーム、防災資機材取扱チーム 

連絡先 自治会館 ７８４－４４４７ 


